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ガンビエル酸 A（1）は、食中毒シ

ガテラの原因渦鞭毛藻 Gambierdiscus 
toxicus から単離・構造決定され、強
力な抗カビ活性を有する海産ポリエ

ーテル天然物である（Figure 1）1)。

今回我々は、ガンビエル酸 A（1）の
全合成研究を行ったので報告する。 

A/BCD環部フラグメント 2と F’GHIJ環部フラグメント 3を鈴木̶宮浦カップリング反応により
連結してエノールエーテル 4を得た（Scheme 1）。続く 3段階で C25位の立体化学を制御した後、
F’環の酸化的開裂を含む 6段階で得たヒドロキシカルボン酸 6の山口ラクトン化によりラクトン 7
を合成した。さらに、3 段階で誘導したジエン 8 に対する閉環メタセシス反応により F 環を構築
し、ガンビエル酸 Aの全ポリエーテル骨格 9を合成した。最後に、分子右側側鎖の導入の反応を
含む 14段階により、ガンビエル酸 Aの初の全合成を達成した。 
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